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平
成
２３
年
６
月
１０
日
、 

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
青
少

年
記
念
セ
ン
タ
ー
に
て
平

成
２３
年
度
定
期
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

定
足
数
９８
名
の
う
ち
、

出
席
６６
名
、
委
任
状
１７
名
、

計
８３
名
で
総
会
の
成
立
が

芝
田
副
会
長
よ
り
宣
言
さ

れ
ま
し
た
。 

議
事
に
先
立
っ
て
、
高
橋

多
佳
子
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
来
賓
の
八
田
和
嗣
様

（
東
京
都
教
育
庁
地
域
教

育
支
援
部 

生
涯
学
習
課

長
）
、
都
築
功
様
（
東
京
都

立
高
等
学
校
副
校
長
会
会

長
）
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

議
長
団
選
出
・
記
録
者
紹

介
後
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

 

【
第
１
号
議
案
】 

「
平
成

２２

年
度
事
業
報

告
」
は
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

【
第
２
号
議
案
】 

「
平
成

２２

年
度
会
計
報

告
」
は
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
第
３
号
議
案
】 

「
会
則
改
訂
案
」
は
賛
成

１９
票
、
反
対
４３
票
、
白
票

４
票
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。 

【
第
４
号
議
案
】 

「
平
成
２３
年
度
事
業
計

画
案
」
は
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

【
第
５
号
議
案
】 

「
平
成
２３
年
度
予
算
案
」

は
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

昨
年
度
は
全
国
大
会
の

成
功
と
い
う
大
き
な
成
果

も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
都

の
都
立
高
校
の
う
ち
加
盟

校
は
、
ほ
ぼ
半
数
と
い
う

現
状
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
様
々
な
理
由
で
都
高

Ｐ
連
を
抜
け
て
い
る
学
校

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
全 

都
会
長
会
の
内
容
の
充

実
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
情

報
発
信
な
ど
、
よ
り
魅
力

を
感
じ
ら
れ
る
都
高
Ｐ
連

に
な
る
よ
う
、
今
年
度
の

活
動
に
期
待
し
ま
す
。 

 
平成 23 年度定期総会 

 

平
成
23
年
度
定
期
総
会
開
催 

 

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
て 

た
積
極
的
協
力
』
と
題
し

て
、
発
表
が
な
さ
れ
た
。

（
於
：
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
） 

昨
年

１１

月
の
高
１
の

「
奉
仕
の
時
間
」
に
実
施
さ

れ
た
、
実
際
に
様
々
な
現
場

で
働
く
「
身
近
な
１２
人
の

お
や
じ
た
ち
」
が
仕
事
と
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
自
ら

の
失
敗
談
等
を
交
え
て
子

ど
も
た
ち
に
語
っ
た
講
演

会
事
例
を
紹
介
。
限
ら
れ
た

持
ち
時
間
ゆ
え
、
や
や
恒
例

に
な
っ
た
と
も
云
え
る
「
学

校
紹
介
」
を
敢
え
て
省
き
、

テ
ー
マ
本
来
に
的
を
絞
っ

た
適
切
か
つ
有
意
義
な
進

行
は
、
今
後
の
発
表
校
へ
の

指
針
と
な
る
だ
ろ
う
。
講
師

を
務
め
た
「
お
や
じ
た
ち
」

へ
の
事
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

校
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ビ
デ
オ
も
字
幕
付
き
で
流

さ
れ
、
全
国
的
に
も
「
Ｐ
Ｔ 

Ａ
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
」

と
し
て
好
事
例
の
発
表
と

な
り
得
た
の
で
は
な
い
か
。 

富
士
で
は
今
年
の
キ
ャ

リ
ア
講
演
会
も
、
１０
月
２２

日
の
本
番
に
向
け
て
良
い

準
備
が
出
来
つ
つ
あ
る
と

の
こ
と
。
待
望
の
女
性
講
師

た
ち
の
参
加
を
含
め
て
、
更

に
良
い
「
学
校
・
生
徒
と
の

共
生
関
係
」
に
期
待
し
た

い
。 

都
立
富
士
高
校
、 

全
国
大
会
で
事
例
発
表
！ 

 

８
月
２5
日
、
全
国
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

北
海
道
大
会
の
第
２
分
科

会
に
て
、
都
立
高
の
代
表
と

し
て
中
部
南
地
区
か
ら
富

士
高
等
学
校
・
富
士
高
等
学

校
附
属
中
学
校
「
父
母
と
先

生
の
会
」
の
高
野
剛
会
長
か

ら
、
『
学
校
主
催
キ
ャ
リ
ア

講
演
会
へ
の
「
富
士
お
や
じ

の
会
」
の
講
師
派
遣
を
通
じ 

 
発表する富士･高野会長(左端) 



  
 

第３３回都高Ｐ連・広報紙コンクールの審査結果 
 

平成２３年６月１１日(土) 

国立オリンピック記念青少年センター ３１１号 

受賞名 地区名 学校名 広報紙名称 

東京都 

教育委員会

賞 

中部南 
三鷹高等学校・

中等教育学校 

鷹校 

西部北 久留米総合 
Ambitious 

アンビシャス 

西部北 国分寺 国分寺 

東京都 

公立高等学

校長協会賞 

西部南 八王子東 志羅伽之 しらかし 

西部南 松が谷 やまざくら 

中部北 井草 井草 

都高Ｐ連 

会長賞 

東部北 日比谷 会報第１５４号 

西部南 農業 いなほ 

西部南 立川 立高ＰＴＡ会報 

都高Ｐ連 

特別賞 

中部北 武蔵丘 武陵 ぶりょう 

中部北 文京 むらさき 

中部北 北園 北園 kitazonot 

西部南 成瀬 けやき 

中部北 
大泉高等学校・

付属中学校 

いずみの声 

西部北 小平 飛翔 

 

 

平
成
２３
年
６
月
１１
日
（
土
） 

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

青
少
年
セ
ン
タ
ー
３
１
１
号
に
て
、
第
３３
回
広
報
紙
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
応
募
総
数
６９
校
か
ら
、 

・
東
京
都
教
育
委
員
会
賞 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

３
校 

・
東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会
賞 

 
 
 
 

 
 

３
校 

・
東
京
都
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
賞 

 

３
校 

・
東
京
都
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
特
別
賞 

 

６
校 

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

高
橋
多
佳
子
都
高
Ｐ
連
会
長
挨
拶
に
続
き
、
各
賞
の
受
賞

校
が
発
表
さ
れ
、
東
京
都
教
育
庁
地
域
教
育
支
援
生
涯
学
習

課
長
・
八
田
和
嗣
様
、
東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会 

副

会
長
・
佐
々
木
正
文
先
生
よ
り
講
評
を
頂
い
た
後
、
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

東
京
都
教
育
委
員
会
賞

の
受
賞
校
と
講
評
は
次
の

通
り
で
す
。 

 ○
三
鷹
高
等
学
校
・
中
等

教
育
学
校 

 

「
知
っ
て
得
す
る
進
路

情
報
」
進
路
指
導
に
関
す

る
特
集
記
事
で
学
校
で
の

取
り
組
み
や
、
受
験
勉
強

に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を

紹
介
し
、
保
護
者
に
と
っ

て
も
、
関
心
の
高
い
内
容

で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
部
活
動
マ
ッ
プ

等
わ
か
り
や
す
い
情
報
提

供
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫

や
紙
面
の
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
、
生
徒
の
様
子
が
活
き

活
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
広

報
紙
で
あ
っ
た
。 

 

○
久
留
米
総
合
高
等
学
校 

 

学
校
行
事
中
心
の
紙
面

構
成
だ
っ
た
が
、
レ
イ
ア

ウ
ト
の
工
夫
が
印
象
的
、

特
に
体
育
大
会
の
様
子

が
、
写
真
と
併
せ
て
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
文
章
で
読
み

ご
た
え
の
あ
る
記
事
に
な

っ
て
い
る
。
紙
面
全
体
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
熱
意
が
伝
わ

っ
て
き
た
。 

○
国
分
寺
高
等
学
校 

 

４
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
ア

ン
ケ
ー
ト
記
事
が
興
味
深

く
、
生
徒
・
保
護
者
の
関

心
の
あ
る
内
容
で
お
互
い

の
本
音
が
垣
間
見
え
る
記

事
。 

 

ま
た
、
卒
業
を
テ
ー
マ

に
後
輩
か
ら
先
輩
へ
、
先

生
か
ら
卒
業
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
卒
業
生
・
保
護

者
に
と
っ
て
思
い
出
深
い

内
容
で
あ
っ
た
。 

 

○
全
体
的
に
・
・
・ 

 

い
ず
れ
も
、
写
真
や
レ

イ
ア
ウ
ト
が
工
夫
さ
れ
て

い
て
、
学
校
生
活
の
様
子

が
あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で

く
る
広
報
紙
が
多
か
っ

た
。 広

報
紙
作
成
に
は
苦
労

も
多
い
と
思
う
が
、
な
か

な
か
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加

で
き
な
い
保
護
者
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
重
要
さ
を
伝
え
た

り
、
ぜ
ひ
積
極
的
な
情
報

発
信
を
今
後
も
続
け
て
ほ

し
い
。 

  
三鷹高等学校・中等教育学校 

  
久留米総合高等学校 

  
国分寺高等学校 



  

 

第 61回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会 北海道大会 

「いのち 輝け！」 ～人・夢・愛 ひたむきに頑張る君たちを応援したい～ 
 

平成２３年８月２４日～２６日 

 

平
成
２３
年
８
月
２４
日

～
２６
日
、
第
６１
回
全
国
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大

会
北
海
道
大
会
が
、
北
の

街
札
幌
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

■
８
月
２４
日 

 
東
京
か
ら
の
参
加
者

は
、
朝
に
羽
田
を
出
発
す

る
グ
ル
ー
プ
と
夜
出
発
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
札

幌
入
り
し
ま
し
た
。 

 

■
８
月
２５
日 

北
海
き
た
え
ー
る
、
札

幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
て
全
体
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

榊
原
綾
子
北
海
道
大
会

実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言

で
大
会
が
開
幕
し
、
笠
浩

史
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
、
高
橋
は
る
み
北
海
道

知
事
、
上
田
文
雄
札
幌
市

長
の
祝
辞
の
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
尽
力
し
て
き
た

方
々
の
表
彰
式
が
あ
り
ま

し
た
。 

東
京
か
ら
は
、
全
国
大

会
会
長
表
彰
団
体
と
し

て
、
昨
年
の
全
国
大
会
で

事
例
発
表
し
た
、
足
立
東 

高
等
学
校
、
役
員
表
彰
で
、 

高
橋
多
佳
子
前
都
高
Ｐ
連 

会
長
と
、
山
口
明
前
全
高

Ｐ
連
理
事
、
芝
田
直
樹
前

全
高
Ｐ
連
理
事
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
東
京
大
会

の
成
功
に
対
し
て
、
大
会

実
行
委
員
長
高
橋
多
佳
子

前
都
高
Ｐ
連
会
長
と
南
村

和
良
現
都
高
Ｐ
連
会
長
に

特
別
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。 

開
会
式
の
後
、
精
神
科

医
・
立
教
大
学
教
授
の 

香
山
リ
カ
氏
に
よ
る
基
調

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

昼
食
は
、
北
海
道
の
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
た
大
会
弁
当
。
ど
の
全

国
大
会
で
も
お
弁
当
に
は

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す

が
、
さ
す
が
北
海
道
。
ど

れ
も
本
当
に
お
い
し
か
っ

た
で
す
。 

 

昼
食
後
は
各
会
場
に
分

か
れ
て
の
分
科
会
で
す
。 

第
１
分
科
会 

 

学
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ 

第
２
分
科
会 

 

進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ 

  

第
３
分
科
会 

 

生
徒
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ 

第
４
分
科
会 

家
庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ 

特
別
第
１
分
科
会 

情
報
社
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ 

～
英
雄
のcodomo

た
ち
～ 

特
別
第
２
分
科
会 

産
業
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ 

～
モ
ノ
づ
く
り
・
人
づ
く

り
～ 

特
別
第
３
分
科
会 

高
校
生
と
食 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

～
い
の
ち
・
食
の
未
来

を
考
え
る
～ 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

で
、
事
例
発
表
や
基
調
講

演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
東
京

か
ら
は
、
富
士
高
等
学

校
・
附
属
中
学
校
父
母
と

先
生
の
会
会
長
高
野
剛
氏

が
第
２
分
科
会
で
事
例
発

表
を
行
い
ま
し
た 

 

■
特
別
第
２
分
科
会 

私
は
、
特
別
第
２
分
科

会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

北
海
道
赤
平
市
に
あ
る

「
植
松
電
機
」
専
務
、
植

松
努
氏
の
「
ど
ー
せ
無

理
・
・
・
だ
っ
た
ら
こ
う

し
て
み
た
ら
」
の
講
演
と

遠
別
農
業
高
等
学
校
、
旭

川
工
業
高
等
学
校
の
事
例 

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
し
い
試
み
と

し
て
、
札
幌
工
業
高
等
学

校
の
生
徒
の
指
導
に
よ
る 

「
も
の
づ
く
り
体
験
」
が

あ
り
ま
し
た
。 

機
械
科 

・
鉄
琴
の
製
作 

電
気
科 

・
Ｃ
Ｄ
Ｓ
セ
ン
サ
ー
を
利

用
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
ケ

ー
ス
製
作 

建
築
科 

・
木
製
ス
ト
ッ
カ
ー
製
作 

土
木
科 

・
建
設
重
機
の
模
型
（
ラ

ジ
コ
ン
）
操
作 

・
測
量
体
験 

私
は
、「
鉄
琴
の
製
作
」

体
験
を
し
ま
し
た
。
短
い

時
間
で
簡
単
に
作
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
札
幌

工
業
高
等
学
校
の
皆
さ
ん

は
、
前
日
遅
く
ま
で
準
備

し
た
そ
う
で
す
。
お
か
げ

で
、
参
加
者
全
員
大
満
足

の
出
来
栄
え
で
し
た
。 

 

■
８
月
２６
日 

前
旭
山
動
物
園
園
長
、

小
菅
正
夫
氏
の
「
命
を
つ

な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
記
念

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

閉
会
式
で
は
、
開
式
の

言
葉
に
続
い
て
、
全
高
Ｐ

連
の
義
捐
金
に
対
し
被
災

地
を
代
表
し
て
宮
城
県
連

の
正
木
氏
よ
り
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
被
災
地
の
高

校
も
復
興
に
向
け
て
頑
張

っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
で

も
、
ま
だ
ま
だ
支
援
は
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

榊
原
綾
子
北
海
道
大
会

実
行
委
員
長
よ
り
大
会
宣

言
の
発
表
が
あ
り
、
会
場

か
ら
大
き
な
支
持
を
受
け

て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
全
国
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
旗
が
北
海
道

か
ら
次
期
開
催
地
の
和
歌

山
へ
と
渡
り
、
和
歌
山
大

会
実
行
委
員
長
西
原
英
男

氏
よ
り
和
歌
山
の
Ｐ
Ｒ
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

北
海
道
大
会
副
実
行
委

員
長
松
本
衆
司
氏
に
よ
る

閉
会
の
言
葉
で
３
日
間
に

わ
た
る
北
海
道
大
会
が
閉

幕
し
ま
し
た
。 

 

田
無
工
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

副
会
長 

是
川
薫 

 
  



 

 
 

 

第 23 回東京地区高等学校ＰＴＡ連合大会 

『高校生と食育』～いのち、食の未来を考える～ 
講師 服部幸應氏 

平成２３年７月９日（土） 星陵会館ホール 

第

２３

回
東
京
地
区
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大

会
は
、
『
高
校
生
と
食
育
』

～
い
の
ち
、
食
の
未
来
を

考
え
る
～
と
い
う
テ
ー
マ

で
、『
食
育
』
の
第
一
人
者

で
あ
る
服
部
幸
應
先
生
を

お
迎
え
し
、
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
講
演
内
容
を
要

約
し
て
紹
介
し
ま
す
。 

     食
育
に
は 

３
つ
の
柱
が
あ
る 

 

食
育
基
本
法
は
２
０
０

５
年
７
月

１０

日
か
ら
施

行
さ
れ
、
も
う
６
年
に
な

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
て
み
る
と
、
７１
・
７
％

が
食
育
と
い
う
言
葉
を
知

っ
て
い
る
、
２６
・
３
％
は

内
容
も
知
っ
て
い
る
、
と

言
う
結
果
に
な
っ
た
。
食

育
の
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
は
、
親
子
料
理
教
室
や

農
業
体
験
と
い
う
答
え
が

９９
％
に
な
る
。
じ
つ
は
こ

う
い
う
も
の
を
挙
げ
て
い

く
と
百
も
二
百
も
出
て
き

て
し
ま
う
の
で
、
今
日
は
、

食
育
に
つ
い
て
の
３
つ
の

柱
を
覚
え
て
頂
き
た
い
。 

ま
ず
１
つ
目
の
柱
は
、

ど
ん
な
も
の
を
食
べ
た
ら

安
全
か
危
険
か
健
康
に
な

れ
る
か
と
い
う
食
品
を
選

ぶ
能
力
。
こ
れ
を
選
食
能

力
と
呼
ん
で
い
る
。
２
つ

目
は
食
の
伝
承
。
衣
食
住

の
中
の
特
に
食
の
伝
承
が

食
卓
か
ら
消
え
た
。
家
族

で
食
事
を
し
て
い
て
も
、

そ
の
中
身
が
以
前
と
は
違

っ
て
き
て
い
る
。
３
つ
目

は
、
食
糧
問
題
や
環
境
問

題
だ
。 

 

家
族
を
見
直
そ
う 

震
災
後
、
３
月
２０
日
に

茨
城
県
に
炊
き
出
し
に
行

き
、
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を

配
っ
た
。
避
難
さ
れ
た
方

と
話
を
し
て
み
る
と
、
家

族
が
１
カ
月
ぶ
り
に
話
を

し
た
と
か
、
久
し
ぶ
り
に

家
族
が
肩
寄
せ
合
っ
て
食

事
を
し
、
子
ど
も
と
話
を

し
た
、
と
い
う
声
を
た
く

さ
ん
聞
い
た
。
私
は
こ
れ

ま
で
、
食
育
の
法
律
ま
で

作
っ
て
共
食
を
進
め
て
き

た
が
、
被
災
を
し
た
こ
ん

な
時
に
、
初
め
て
食
育
の

大
切
さ
に
気
付
か
れ
た
こ

と
に
大
変
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
機

に
日
本
も
変
わ
っ
て
く
れ 

れ
ば
良
い
と
思
う
。 

昔
は
、
私
の
家
に
は
ち

ゃ
ぶ
台
が
あ
っ
て
、
家
族

み
ん
な
で
食
事
を
し
た
。

オ
ヤ
ジ
の
席
も
あ
っ
た
。

姿
勢
が
悪
い
と
注
意
さ

れ
、
は
し
の
使
い
方
が
悪

い
と
教
え
ら
れ
、
ニ
ン
ジ

ン
を
残
す
な
と
怒
ら
れ
、

と
て
も
う
る
さ
か
っ
た
。

家
族
が
一
緒
に
食
事
を
す

る
と
自
然
に
一
般
常
識
を

覚
え
る
。
こ
れ
が
一
番
大

切
な
こ
と
な
の
だ
。
調
べ

て
み
る
と
、
夕
食
を
ほ
と

ん
ど
毎
日
一
緒
に
食
べ
て

い
る
家
庭
は
５１
％
、
週
３

～
４
回
一
緒
に
食
べ
て
い

る
家
庭
は
２３
％
。
残
り
の

家
庭
が
１
年
に

１０

日
間

ぐ
ら
い
で
あ
る
。
孤
食
と

い
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
一
緒

に
食
事
を
し
な
い
。 

家
族
が
一
緒
に
食
事
を

し
て
い
な
い
国
は
滅
び

る
。
家
族
が
仲
良
く
な
る

と
、
町
が
良
く
な
り
、
町

が
良
く
な
る
と
、
国
が
良

く
な
る
。
す
べ
て
は
家
族

と
い
う
単
位
が
原
点
で
あ

る
。「
家
族
を
見
直
そ
う
」。

こ
れ
が
食
育
の
大
き
な
テ

ー
マ
で
あ
る
。 

お
ふ
く
ろ
の
味
が 

人
を
つ
く
る 

１
つ
目
の
話
に
戻
ろ

う
。
最
近
の
食
べ
物
は
添

加
物
や
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
入
っ
て
い
て
、
み
ん
な

同
じ
味
。
原
材
料
は
別
な

の
に
、
み
ん
な
同
じ
よ
う

な
工
場
製
品
が
多
い
。
だ

か
ら
、
お
ふ
く
ろ
の
味
と

い
う
も
の
が
非
常
に
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
じ
つ
は
、

お
ふ
く
ろ
の
味
と
い
う
の

が
一
生
こ
の
人
の
体
ま
で

含
め
て
左
右
す
る
。
お
ふ

く
ろ
の
味
が
人
を
つ
く
る

の
だ
。
味
が
わ
か
る
の
は

い
つ
か
ら
だ
ろ
う
。
３
歳

か
ら
８
歳
の
間
で
あ
る
。 

人
間
は
８
歳
ま
で
に
小

脳
が
発
達
す
る
。
小
脳
は

本
能
を
つ
か
さ
ど
る
脳
で

動
物
脳
だ
。
動
物
脳
は
、

声
を
か
け
て
育
て
る
こ
と

で
う
ま
く
育
つ
。
だ
か
ら
、

小
脳
が
発
達
す
る
３
歳
か

ら
８
歳
は
、
食
卓
が
と
て

も
大
切
に
な
る
。
次
の
８

歳
～
１２
歳
で
、
一
般
常
識

を
覚
え
、
大
脳
に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
う
ま
く
育
っ

て
い
な
い
と
、
動
物
脳
の

ま
ま
大
脳
に
つ
な
が
り
、

獣
の
よ
う
な
子
ど
も
に
な

っ
て
し
ま
う
。 

一
緒
に
食
べ
て
い
て

も
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

だ
っ
た
り
す
る
と
意
味
が

な
い
。
家
族
で
食
べ
る
こ

と
で
、
一
般
常
識
を
覚
え
、

い
い
こ
と
悪
い
こ
と
が
判

断
で
き
る
人
間
脳
に
な
っ

て
い
く
。
０
歳
～
３
歳
ま

で
は
、
家
族
間
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
が
大
切
だ
。
こ
の

時
期
に
、
親
子
の
信
頼
関

係
が
で
き
る
。
外
国
の
保

育
園
に
行
っ
て
み
る
と
、

０
歳
か
ら
預
か
っ
て
い
る

国
は
な
い
。
２
～
３
歳
く

ら
い
か
ら
預
か
り
、
夕
方

４
時
く
ら
い
に
は
、
み
ん

な
家
に
帰
っ
て
家
族
で
食

卓
を
囲
む
。
ま
さ
に
共
食

で
あ
る
。
食
育
基
本
法
は
、

食
卓
基
本
法
だ
と
思
っ
て

頂
き
た
い
。
大
人
に
な
っ

て
か
ら
で
は
遅
い
。
小
さ

い
頃
の
母
親
の
育
て
方
が

非
常
に
大
切
だ
。 

 魚
を
与
え
る
の
で
は
な
く

釣
り
方
を
教
え
る 

最
近
、
子
ど
も
は
年
上

や
年
下
の
友
達
と
遊
ば
な

い
。
年
上
や
年
下
と
遊
ば

な
い
と
、
力
加
減
が
わ
か

ら
な
い
。
格
好
は
大
人
で

も
、
精
神
的
に
子
ど
も
の

ま
ま
で
あ
る
。
し
ゃ
べ
り 



 

 
 

 
服部幸應先生の講演 

方
や
言
葉
使
い
に
上
下
関

係
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

友
達
は
同
級
生
ば
か
り

で
、
友
達
と
背
中
合
わ
せ

に
な
っ
て
、
ゲ
ー
ム
で
遊

ん
で
い
る
。
人
と
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
が
へ
た
に
な
っ
た

と
思
う
。 

ラ
イ
オ
ン
の
親
は
、
１

人
で
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
に

行
く
。
１
年
後
、
２
～
３

頭
の
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て

帰
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、

狩
り
を
教
え
る
。
匂
い
を

探
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
風

下
を
教
え
る
。
赤
ち
ゃ
ん

ラ
イ
オ
ン
は
風
下
か
ら
シ

マ
ウ
マ
目
指
し
て
飛
び
か

か
る
。
し
か
し
、
蹴
散
ら

さ
れ
て
失
敗
。
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
群
れ
か

ら
追
い
出
さ
れ
る
。
生
き

方
を
教
え
て
か
ら
追
い
出

す
。
そ
れ
は
、
親
が
餌
を 

取
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら

だ
。 １

０
０
匹
の
魚
を
与
え

る
よ
り
、
釣
り
針
の
使
い

方
と
釣
り
方
を
教
え
る
。

こ
れ
が
家
庭
教
育
で
あ

る
。
自
分
が
ど
う
や
っ
て

生
き
た
ら
い
い
か
を
教
え

る
の
は
親
だ
。
最
近
の
親

は
、
こ
れ
を
学
校
の
役
割 

と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
。
学
校
は
釣
り
糸
と
釣

り
針
の
作
り
方
を
教
え
る

所
で
あ
る
。
家
庭
で
最
低

限
の
一
般
常
識
を
教
え

て
、
学
校
に
上
げ
て
頂
き

た
い
。
８
歳
ま
で
に
ち
ゃ

ん
と
で
き
て
い
れ
ば
、
中

学
・
高
校
・
大
学
に
な
っ

て
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い

け
る
。 

 

心
配
な 

日
本
の
食
糧
自
給
率 

中
教
審
の
答
申
で
は
、

食
育
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
年
か
ら
小
学
校
、
来
年

か
ら
中
学
校
、
高
校
は
２

年
後
か
ら
で
あ
る
。
高
校

で
は
１
つ
目
の
ど
ん
な
も

の
を
食
べ
た
ら
安
全
か
危

険
か
を
選
ぶ
選
食
能
力
、

３
つ
目
の
環
境
問
題
、
食

糧
問
題
に
つ
い
て
学
習
す

る
。 食

糧
自
給
率
は
毎
年
８

月

１５

日
の
新
聞
に
発
表

さ
れ
る
。
Ｈ
２１
年
の
日
本

の
食
糧
自
給
率
は
カ
ロ
リ

ー
ベ
ー
ス
で
４０
％
。
４５
年

前
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ゴ
ー

ル
大
統
領
が
自
給
率
１
０

０
％
な
い
国
は
独
立
国
と

は
い
え
な
い
と
言
っ
た
。 

そ
れ
で
周
り
の
国
が
慌

て
た
。
英
国
は
４６
％
し
か

な
か
っ
た
の
が
、
今
は

73
％
。
ド
イ
ツ
が
68
％
だ

っ
た
の
が
、
今
は
82
％
。

フ
ラ
ン
ス
が
１
０
３
％
あ

っ
た
の
を
伸
ば
し
て
今
は

１
１
０
％
。
ア
メ
リ
カ
は

１
０
５
％
あ
っ
た
の
を
伸

ば
し
て
１
３
６
％
。
各
国

そ
う
や
っ
て
努
力
し
た
の

に
、
日
本
だ
け
は
無
視
し

て
き
た
。
４５
年
位
前
、
日

本
は
農
業
国
だ
っ
た
。
し

か
し
、
政
府
が
国
策
と
し

て
輸
出
産
業
に
切
り
替
え

た
。
そ
の
た
め
、
農
業
人

口
、
漁
業
人
口
は
十
分
の

一
に
な
っ
た
。
そ
の
平
均

年
齢
が
６５
・
３
歳
。
コ
メ

農
家
の
１
時
間
の
時
給

は
、
平
成
１７
年
で
１
７
９

円
と
い
う
驚
く
ほ
ど
の
安

さ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
兼

業
農
家
に
な
っ
て
し
ま

う
。
日
本
の
命
を
つ
な
ぐ

の
は
食
糧
で
あ
る
。
世
界

各
国
は
農
業
政
策
を
国
策

と
し
て
と
ら
え
、
食
糧
自

給
率
を
上
げ
て
き
て
い

る
。
外
国
は
農
家
を
政
府

が
保
障
し
て
い
る
の
で
、

農
家
は
自
信
を
持
っ
て
作

物
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
。 

２
年
後
の
８
月
１５
日 

に
今
年
の
自
給
率
が
発
表

さ
れ
る
が
、
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
た
ぶ
ん
震
災
の

影
響
で
ガ
ク
ン
と
落
ち

て
、
３
割
切
っ
て
し
ま
う

と
思
う
。
最
近
、
外
国
は

日
本
に
食
糧
を
売
ら
な
い

と
言
っ
て
い
る
。
日
本
は

人
口
が
減
る
が
、
外
国
は

こ
れ
か
ら
人
口
が
増
え

る
。
世
界
の
人
口
は
６９
億

７
千
万
人
。
毎
年
８
千
万

人
増
え
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
は
日
本
の
食

糧
は
品
質
が
良
い
の
で
、

外
国
で
買
っ
て
く
れ
た
。

そ
れ
が
原
発
の
風
評
被
害

の
た
め
、
売
れ
な
く
な
っ

た
。
日
本
の
中
で
１
番
自

給
率
の
い
い
県
は
、
北
海

道
で
２
０
０
％
、
東
北
も

自
給
率
が
高
く
、
１
２

０
％
～
80
％
位
で
あ
る
。

そ
の
東
北
地
方
が
地
震
で

相
当
の
被
害
に
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
本
当
に
日
本
の

食
糧
が
大
変
に
な
る
だ
ろ

う
。 

 サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

世
紀
へ 

食
育
に
は
３
つ
の
柱
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
う

１
度
確
認
し
て
お
き
た 

い
。
１
つ
目
に
、
ど
ん
な

も
の
を
食
べ
た
ら
安
全
か 

危
険
か
、
健
康
に
な
れ
る

か
、
こ
れ
を
選
ぶ
能
力
。 

２
つ
目
が
衣
食
住
の
伝

承
。
３
つ
目
目
が
、
食
糧

問
題
と
環
境
問
題
。
そ
し

て
、
こ
の
３
つ
を
統
一
す

る
と
、
ど
う
い
う
こ
と
が

言
え
る
だ
ろ
う
か
。 

２０
世
紀
は
、
科
学
の
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
生
ま
れ
、

発
達
し
た
。
自
動
車
や
飛

行
機
や
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ン
等
々
。
あ
ら
ゆ
る
科
学

が
発
達
し
た
が
、
２１
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
環
境
問
題

の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
と
と

も
に
、
資
源
浪
費
型
技
術

へ
の
反
省
が
随
分
出
て
き

た
。
21
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、『
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
』（
持
続
可
能
性
）
だ
。

高
校
生
に
、
ぜ
ひ
教
え
て

頂
き
た
い
の
は
、『
サ
ス
テ

ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
』
で
あ
る
。 

こ
れ
か
ら
は
す
べ
て
の

も
の
、
車
を
作
る
場
合
も

飛
行
機
を
作
る
場
合
も
、

料
理
の
献
立
を
た
て
る
と

き
に
も
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
が
活
か
さ
れ
て
い

な
い
と
だ
め
だ
。
地
球
を

存
続
で
き
る
よ
う
な
設
計

が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

服
部
幸
應
先
生 

（
は
っ
と
り 

ゆ
き
お
） 

 

１
９
４
５
年
東
京
生
ま
れ
。 

立
教
大
学
卒
業
。 

学
校
法
人
服
部
学
園
、
服
部

栄
養
専
門
学
校
理
事
長
・
校

長
。
医
学
博
士
。 

内
閣
府
『
食
育
推
進
会
議
』『
食

育
推
進
基
本
計
画
検
討
会
』
委

員
な
ど
公
職
多
数
。 

 
熱心に聞き入るＰＴＡ会員 



 

都高Ｐ連に、王子総合高校、羽村高校、多摩高校の新しい仲間が加わりました。各校の校長とＰＴＡ

会長に、学校の特色やＰＴＡ活動の概要、都高Ｐに加盟された経緯などを語っていただきましたので、

ここに紹介します 

【
学
校
の
特
色
】 

王
子
総
合
高
等
学
校

は
、
都
立
王
子
工
業
高
校

を
発
展
的
に
改
編
し
、
新

し
い
タ
イ
プ
の
高
等
学
校

と
し
て
設
立
さ
れ
た
総
合

高
校
で
す
。
前
身
の
王
子

工
業
高
校
は
１
９
４
１
年

に
創
立
さ
れ
「
至
誠･

勤

労･

自
立･

明
朗
」
の
校
訓

の
も
と
、
１
万
１
０
０
０

人
を
超
え
る
生
徒
が
学

び
、
２
０
０
９
年
３
月
を

も
っ
て
閉
課
程
と
な
り
ま

し
た
。
特
色
と
し
て
は
、

１
年
次
の
総
合
の
時
間
に

「
産
業
社
会
と
人
間
」「
人

間
と
技
術
と
環
境
」
と
い

う
他
校
に
は
な
い
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

授
業
は
生
徒
に
と
て
も
人

気
が
あ
る
そ
う
で
す
。
現

在
は
ま
だ
、
手
探
り
状
態

で
は
あ
る
そ
う
で
す
が
、

生
徒
の
将
来
像
を
模
索

し
、
実
技
主
体
の
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

今
澤
秀
夫
校
長 

王
子
総
合
高
等
学
校
は

都
立
の
総
合
高
校
と
し
て

は
１０
校
目
、
中
部
北
地
区

で
は
初
の
総
合
高
校
で

す
。
ま
だ
１
年
生
し
か
い

ま
せ
ん
が
部
活
動
も
盛
ん

で
す
。
校
舎
の
工
事
中
な

の
で
制
限
が
あ
り
、
近
隣

の
体
育
館
を
借
り
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
校
歌
は
私

が
作
詞
し
ま
し
た
。
プ
ロ

の
作
詞
家
に
作
っ
て
も
ら

う
と
、
こ
ち
ら
で
勝
手
に

修
正
で
き
な
い
も
の
で
す

か
ら
（
笑
）。
歌
詞
に
込
め

た
思
い
は
夢
育
て
（
Ｄ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｒ 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
）。
生
徒
に
は

王
子
総
合
で
し
っ
か
り
将

来
の
夢
を
育
ん
で
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

鳥
海
久
美
子
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

入
学
試
験
の
合
格
書
類

の
中
に
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
準
備
委

員
会
の
お
知
ら
せ
』
が
入

っ
て
お
り
、
そ
こ
で
校
長

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
意
識

を
確
認
で
き
た
の
で
準
備
委 

員
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

会
長
就
任
後
に
都
高
Ｐ
連

に
加
盟
を
決
め
た
の
は
、

ず
ば
り
数
の
メ
リ
ッ
ト
。

大
き
な
組
織
の
必
要
性
は

感
じ
て
い
ま
し
た
し
、
校

長
か
ら
も
快
い
返
事
を
い

た
だ
け
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
は
総
合
高
校
の
特
色

を
活
か
し
、
年
に
１
～
２

回
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
年
次

な
ど
の
常
置
委
員
会
の
ほ

か
、
バ
ザ
ー
な
ど
の
特
別

委
員
会
も
設
け
て
い
ま

す
。 生

徒
数
が
ま
だ
２
４
０

名
な
の
で
無
理
せ
ず
少
し

ず
つ
活
動
を
充
実
さ
せ
て

い
く
予
定
で
す
。 

 

 

【王
子
総
合
高
等
学
校
】 

D
E
S
IN

 
Y
O
U
R
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都高Ｐ連にようこそ！ 【新加盟校】 
 

 

 
今澤校長、鳥海ＰＴＡ会長 

 

 
羽村高等学校 

 
多摩高等学校 

 
王子総合高等学校イメージ図 

 



 

柴
田
英
男
校
長 

地
域
が
た
い
へ
ん
協
力

的
で
す
。
た
と
え
ば
、
球

技
大
会
に
は
市
の
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
を
２
日
間
無

料
で
貸
し
て
く
れ
る
、
近

隣
の
自
動
車
学
校
が
交
通

安
全
指
導
を
し
て
く
れ
る

な
ど
、
普
通
な
ら
あ
り
得

な
い
と
こ
ろ
ま
で
配
慮
し

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
本
校
の

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
学
校
案
内
用
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
コ
ン
テ
ス

ト
が
あ
り
ま
す
。
作
品
を

全
校
生
徒
か
ら
集
め
、
そ

の
中
で
選
ん
だ
ひ
と
つ
を

採
用
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
ち
な
み
に
今
年
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
『
羽

高
の 

未
来
と
希
望
の 

可

能
性
』
。
生
徒
の
自
発
性
を

大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。 
 

富
本
照
美
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

２
年
前
、
事
務
局
問
題

で
都
高
Ｐ
連
を
脱
会
し
て

か
ら
も
、
西
部
北
地
区
の

皆
さ
ん
と
は
変
わ
ら
ぬ
お

付
き
合
い
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
前
年
度
会
長
が
、 

や
は
り
都
高
Ｐ
連
に
加
盟

し
て
い
た
ほ
う
が
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
入
り
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
判
断
、
校
長

と
相
談
の
う
え
、
再
加
盟

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
再
加
盟
の
決
定
を
西

部
北
地
区
長
に
伝
え
た
と

こ
ろ
、
皆
さ
ん
が
『
お
帰

り
な
さ
い
！
』
と
い
う
言

葉
で
迎
え
て
く
れ
た
。
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
後
は
多
く
の
皆
さ
ま
と

の
情
報
交
換
や
意
見
交
換

を
通
し
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

充
実
と
発
展
に
反
映
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。 

【
学
校
の
特
色
】 

今
年
で
開
校
８８
年
目
。

同
窓
生
１
万
９
０
０
０
余

名
を
誇
り
、
戦
前
か
ら
社

会
に
多
く
の
逸
材
を
輩
出

し
て
き
た
伝
統
校
で
す
。 

全
日
制
普
通
科
と
し
て

は
青
梅
市
で
唯
一
の
高
校

で
、
地
域
と
の
連
携
も
厚

く
、
夏
祭
り
や
環
境
フ
ェ

ス
タ
、
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
な

ど
地
域
行
事
へ
の
参
加
協

力
を
積
極
的
に
進
め
て
い

ま
す
。 

近
年
は
と
く
に
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
力
を
入
れ
、
卒

業
生
４
割
に
達
す
る
就
職

希
望
者
を
社
会
に
送
り
出

し
て
い
ま
す
。
最
大
の
特

色
は
、
奥
多
摩
や
秩
父
に

連
な
る
美
し
い
自
然
を
間

近
に
し
た
周
辺
環
境
で

す
。 今

年
か
ら
大
自
然
を
満

喫
で
き
る
学
校
行
事
を
導

入
し
ま
し
た
。
学
校
で
植

栽
や
野
菜
づ
く
り
を
行
う

『
自
然
総
合
部
』
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
部
活
動
も
あ

り
ま
す
。 

田
中
一
彦
校
長 

多
摩
高
校
は
、
西
多
摩

地
区
で
は
立
川
高
校
な
ど

と
並
ぶ
古
い
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
現
在
は
キ
ャ
リ
ア

教
育
や
学
習
指
導
に
力
を

入
れ
、
伝
統
校
と
し
て
再

び
注
目
を
集
め
ら
れ
る
学

校
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
心

に
は
な
い
豊
か
な
自
然
環

境
を
活
か
そ
う
と
、
今
年

か
ら
始
め
た
の
が
『
奥
多

摩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
で
す
。

奥
多
摩
町
か
ら
青
梅
市
の

本
校
ま
で
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
く
と
い
う
企
画

な
の
で
す
が
、
今
年
は
初

め
て
な
の
で
、
学
校
周
辺

の
山
々
を
歩
い
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
し
た
生

徒
の
顔
は
満
足
感
い
っ
ぱ

い
。
こ
の
学
校
で
健
や
か

に
学
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

奥
寺
和
雄
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

都
高
Ｐ
連
か
ら
脱
会
し

た
の
が
３
年
前
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
ま
ま
２
年
間

が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
私

が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
就
任
し 

た
際
に
、
校
長
か
ら
他
学

校
と
の
情
報
交
換
の
大
切

さ
を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
、

再
加
盟
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
全
国
大

会
や
全
都
会
長
会
な
ど
の

折
に
、
他
の
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
と
話
を
し
て
い

て
、
文
化
祭
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
関
わ
り
方
や
本
部
役
員

の
選
出
の
仕
方
な
ど
、
た

い
へ
ん
役
に
立
つ
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
で
は
再
加
盟
し
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

【
学
校
の
特
色
】 

羽
村
市
で
唯
一
存
立
す

る
高
校
（
普
通
科
）
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住

民
の
期
待
感
は
高
く
、
公

共
施
設
の
優
先
使
用
、
近

隣
事
業
所
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
け
入
れ
な
ど
、

地
域
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
が
あ
る
一
方
で
、
学

校
の
ほ
う
で
も
奉
仕
活
動

や
夏
祭
り
へ
の
参
加
協
力

で
地
域
貢
献
を
進
め
て
い

ま
す
。 

卒
業
生
の
う
ち
毎
年

４０

名
程
度
は
就
職
し
ま

す
。
市
内
の
事
業
所
に
就

職
を
希
望
す
る
生
徒
も
多

く
、
昨
年
の
内
定
率
は
実

に
１
０
０
％
。
こ
れ
も
日

頃
の
地
域
連
携
の
成
果
と

い
え
そ
う
で
す
。 

部
活
動
も
活
発
で
、
と

く
に
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
東
京
都
ベ
ス
ト
８
、

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が
リ

ー
グ
優
勝
と
い
う
好
成
績

を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

【羽
村
高
等
学
校
】 

地
域
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
学
校
で
す
！ 

【多
摩
高
等
学
校
】 

大
自
然
を
間
近
に
健
や
か
な
教
育
環
境
！ 

 

田
中
校
長
（
左
か
ら
４
人
目
） 

奥
寺
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
（
左
か
ら
５
人
目
） 

 

 

柴
田
校
長
（
前
列
左
） 

富
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
（
前
列
中
央
） 



 

 

 

 

  

 
  

新設！ 都高Ｐ連ホームページ 

URL www.tokoupren.org 
                           

今後のスケジュール 
 

10/26(水) 第２回全都会長会 

10/29(土) 中部北地区推奨行事 
     「カブキロックス特別講演会」 

11/05(土) 東部北地区講演会 

11/19(土) 中部南地区講演会 

12/10(土) リーダー研修 

平成 24 年 

01/11(水) 「ＧＡＴＥ」映画 

01/28(土) 幼小中高合同研修 

平成２３年度都高Ｐ連スローガン 

原点から見つめる子どもたちと私たち 

Ver.11.09.18

N

ＪＲ荻窪駅
西口

田丸ビル

環
八

東電荻窪支社前

こちらの入口

より、２階へ

すずらん通り

東京

電力

八王子方面 東京方面

田丸ビル １階

中華料理 紫雲閣

 
都高Ｐ連までの案内図 

都高Ｐ連事務局メールアドレス 

jimukyoku@tokoupren.org 
                           

東日本大震災義援金ご協力のお礼 
 
大震災直後より都高Ｐ連で募集しておりました義援金は７月末で８６万２５３３円となり、全高 P の義

援金口座へ送金致しました。全高Ｐ連より被災５県の県連へ、皆様の義援金が直接届けられます。 

心より感謝申し上げます。 現在も義援金は受け付けておりますので、ひき続きご協力の程よろしくお

願いします。 

 

●ゆうちょ銀行 

●口 座 名： 東京都公立高等学校 PTA 連合会 

●口座番号： 00100－8－631728 

●他金融機関からの振込用口座 ： 〇一九（ゼロイチキュウ）店（019） 当座 0631728 

●備  考： 通信欄に「義援金」と記入してください。 


